
一般財団法人　戸田みらい基金 （第3回建設に関する教育振興に係る助成事業）

＜活動報告書＞ ＜活動状況写真＞

【写真1】

【写真2】

【写真3】

（状況説明）
人吉市内の被害を大きくしたと
思われる山田川の水路実験。水
路を改良し，水を流している様
子。全員で木枠を持ち上げ，向
きを変えたり，ポンプの位置を
変えたり，流量を変化させて実
験を行った。
この実験と測量結果から山田川
からの浸水が人吉市内の被害を
拡大したと推察。②担当者

フリガナ

フリガナ クマモトケンリツクマコウギョウコウトウガッコウ

①団体名・学校名 熊本県立球磨工業高等学校

氏名

所属
役職 建設工学科　主任

TEL ０９６６－２２－４１８９

（状況説明）
オリジナルハザードマップのコ
ンセプトを説明している様子。
このあと完成したオリジナルハ
ザードマップを披露。ユニバー
サルデザインを意識して，観た
いものだけが見れる，必要な情
報だけを入手できる動画ハザー
ドマップとなっている。

④活動期間 2021年　　4月　　～　　2022年　　1月

⑤活動内容
を記載

E-mail

③申請テーマ 地域協働による防災への取り組み

　本科では，令和元年度に防災に関する取り組みを開始した。1年目は球磨川
に架かる橋の調査やタイムライン制作から着手し，2年目は指定避難所の設置
場所に疑問を抱き，その危険性を追求したり，防災教育，ハザードマップの在
り方について探究した。その最中に令和２年7月豪雨が発生し，我々が危険と
予測した指定避難所が水没するという事態が発生し，その原因の追及にあたっ
た。
　本年度は令和２年7月豪雨によって人吉市中心部がかつてない被害を被った
その原因の究明と本科オリジナルハザードマップの制作にあたった。
　今回，測量や実験を通して人吉市中心部に壊滅的なダメージを与えたのは球
磨川ではなく，人吉市中心を流れる球磨川の支流「山田川」であるという結論
に達した。近く人吉市や国土交通省等に我々の見解を伝えたいと考えている。
　また，オリジナルハザードマップ制作では，ユニバーサルデザインを取り入
れたオリジナルハザードマップの制作に取り組んだ。新型コロナ感染症拡大に
より小学校との連携は果たせなかったが，本科生が自ら調査し，編集し，作り
上げたものを次年度以降小学校での説明用として活用したいと考えている。
　さらに，ものづくりを通して地域復興に寄与すべく，復興商店街のシンボル
看板を制作し寄贈した。
　新型コロナ感染症拡大により，地域協働が果たせないでいるが，本科では，
防災に関するこうした取り組みを今後も継続していく予定であり，本科発信に
よる地域防災を確立したいと考えている。最後に，工具や測量機器の老朽化が
進み，作業もままならない状況にあったが，助成金のおかげでかなり改善され
た。心より感謝申し上げます。

（状況説明）
復興商店街「モゾカタウン」の
シンボル看板の制作。その寄贈
式での記念写真。「モゾカタウ
ン」の代表者から「良い意味で
想像とは異なるデザインとクオ
リティの高さに驚き」と賞賛さ
れた。デザインから設計，制作
まで行い，復興のシンボルとし
て活用していただきたい。

⑥活動費用合計 200,033円

⑦別紙説明資料
の有無

ある　　・　　なし
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